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 また、以下のようにチューブ形式の定義を定め、新形式橋梁の提案のための方向性を定めた。 
 

当ＷＧにおけるチューブ形式橋梁の定義 

 

化粧板

化粧型枠（非構造部材） 
 

・歩行空間を包む形状であること。

・歩行空間の外側に配する構造部材

により荷重を負担すること。 

 

○             × 
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